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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
消
滅
の
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
　

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
８
５
７
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ゴ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
サ
イ
ト
と
し
て
転
生
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
！
ど
う
す
る
・
・
・

！
？

転
生
時
に
ネ
申
か
ら
色
々
と
能
力
を
与
え
ら
れ
て
、
原
作
開
始
前
に
ハ
ル
ケ
ギ

ニ
ア
の
全
魔
法
を
消
滅
し
ま
す
。

魔
法
が
使
え
な
く
な
っ
た
貴
族
や
メ
イ
ジ
、
亜
人
た
ち
の
運
命
は
い
か
に
。
作

者
は
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
の
貴
族
ど
も
が
殺
し
た
い
く
ら
い
に
大
嫌
い
で
す
。
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転
生
　
能
力
授
与
（
前
書
き
）

魔
法
消
滅
ネ
タ
は
が
ろ
う
で
ん
さ
ん
に
許
可
を
も
ら
い
ま
し
た
。
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転
生
　
能
力
授
与

　
「
こ
こ
・
・
・
・
ど
こ
じ
ゃ
い
な
・
・
・
・
」

す
る
と
真
っ
白
い
空
間
の
目
の
前
に
は
白
ひ
げ
を
生
や
し
た
老
人
が
い
た
。

「
お
主
は
も
う
寿
命
が
尽
き
て
１
２
０
歳
で
死
ん
だ
。
そ
ん
で
、
「
ゼ
ロ
の
使

い
魔
」
の
平
賀
才
人
に
転
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」

ゼ
ロ
の
使
い
魔
と
い
う
と
死
亡
フ
ラ
グ
満
載
の
作
品
。
マ
ギ
族
の
末
裔
の
貴
族

メ
イ
ジ
は
平
民
を
殺
す
こ
と
や
虐
げ
る
こ
と
に
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
最
低
最

悪
の
種
族
。

（
ち
ょ
っ
と
誤
っ
た
情
報
で
っ
せ
）

「
何
じ
ゃ
・
・
・
変
な
電
波
は
！
そ
の
代
わ
り
サ
イ
ト
に
転
生
す
る
ん
だ
っ
た

ら
能
力
頂
戴
」

１
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ａ
Ｆ
の
ザ
イ
コ
ー
の
特
性
（
尻
尾
・
大
ザ
ル
×
）
、
超

化
す
る
と
き
は
白
金
色
の
エ
ナ
ジ
ー
を
放
出
。

２
、
気
を
感
じ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力

３
、
Ｈ
×
Ｈ
の
強
化
系
中
心
の
念
能
力

４
、
王
の
財
宝
・
黄
金
律
と
一
方
サ
ン
の
ベ
ク
ト
ル
操
作
と
演
算
処
理
能
力

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン

５
、
流
派
東
方
不
敗
の
技
・
地
球
世
界
の
武
術
・
格
闘
技
・
「
幽
々
白
書
」
の

霊
光
波
動
拳
・
北
斗
神
拳
・
「
押
忍
！
空
手
部
」
の
最
終
巻
の
高
木
の
技
・
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｇ
Ｔ
最
終
回
時
の
悟
空
・
べ
ジ
ー
タ
・
ク
リ
リ
ン
の
技
を
す
べ
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て
マ
ス
タ
ー

６
、
紀
元
元
年
に
存
在
し
た
さ
る
能
力
者
の
「
魔
法
消
滅
」
の
能
力

７
、
ク
リ
エ
イ
ト
能
力
と
す
べ
て
の
宇
宙
の
知
識
の
本
棚

８
、
キ
ビ
ト
式
空
間
転
移
能
力
（
物
の
持
ち
運
び
可
能
）

「
何
じ
ゃ
・
・
・
・
ま
・
・
・
・
・
い
い
だ
ろ
う
・
・
・
・
。
ア
ン
チ
す
る
つ

も
り
か
・
・
・
・
？
」

「
あ
っ
た
り
前
よ
。
使
い
魔
・
従
者
・
奴
隷
な
ん
て
や
っ
て
ら
れ
っ
か
。
お
ま

け
に
原
作
で
サ
イ
ト
は
最
初
は
ク
ソ
ル
イ
ズ
に
酷
い
目
に
遭
う
け
ど
、
最
後
は

ク
ソ
下
ら
な
い
貴
族
爵
と
領
地
も
ら
っ
て
ハ
ー
レ
ム
・
・
・
。
人
を
馬
鹿
に
す

る
の
も
い
い
加
減
に
し
ろ
と
い
い
た
い
・
・
・
・
。
な
ぜ
そ
こ
か
ら
サ
イ
ト
は

ア
ホ
女
王
に
近
代
化
へ
の
上
奏
策
と
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
の
開
発
・
生
産
で
貴

族
社
会
を
壊
滅
に
工
作
し
な
か
っ
た
の
か
だ
！
」

「
よ
し
、
”
転
生
”
！
」

す
る
と
光
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
消
え
た
。

「
や
は
り
ワ
シ
が
見
込
ん
だ
ア
ン
チ
モ
ノ
だ
。
せ
い
ぜ
い
楽
し
ま
せ
て
く
れ
よ
」

「
ア
ン
チ
す
る
ぜ
い
よ
！
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
平
民
に
独
立
を
・
・
・
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
」
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鍛
錬
す
る
べ
し

　
５
歳
に
な
っ
た
サ
イ
ト
は
、
高
熱
を
出
し
て
倒
れ
こ
ん
だ
。
２
～
３
日
で
熱

が
引
い
て
起
き
上
が
り
、
「
ゼ
ロ
の
使
い
魔
」
２
２
巻
ま
で
の
あ
ら
す
じ
や
そ

れ
ら
の
二
次
作
や
ネ
申
に
与
え
ら
れ
た
能
力
を
思
い
出
し
た
。

（
Ｐ
Ｓ
／
原
作
者
の
復
活
と
完
結
を
願
っ
て
い
ま
す
）

「
最
後
に
サ
イ
ト
は
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
か
ら
聖
地
を
通
っ
て
地
球
世
界
の
メ
キ
シ

コ
湾
の
”
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ー
海
域
”
へ
帰
還
し
た
け
ど
、
そ
れ
ま
で
の
ク
ソ
み
た

い
な
ル
イ
ズ
や
そ
の
他
の
ク
ソ
貴
族
の
扱
い
に
は
腹
が
立
つ
ぜ
！
ま
ず
は
召
喚

ま
で
に
鍛
錬
を
し
て
力
を
蓄
え
て
い
く
べ
し
！
」

ま
ず
は
ク
リ
エ
イ
ト
能
力
で
一
粒
仙
豆
を
創
造
し
た
。
食
っ
て
み
る
と
熱
で
失

っ
た
体
力
が
回
復
し
て
い
る
。

「
よ
し
！
い
け
る
ぞ
。
マ
ジ
で
本
物
だ
」

こ
れ
な
ら
無
茶
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る
。
あ

の
ザ
イ
コ
ー
の
特
性
だ
ね
。
サ
イ
ヤ
人
と
界
王
神
族
の
姫
君
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
・

・
・
・
・
。
文
句
な
し
。

幼
稚
園
か
ら
帰
っ
て
き
て
自
宅
の
裏
山
に
カ
プ
セ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
宇

宙
船
を
作
っ
た
。
重
力
は
最
大
１
万
Ｇ
で
あ
る
。

ま
ず
は
地
球
の
１
０
倍
の
重
力
に
な
れ
る
こ
と
と
で
あ
る
。
柔
軟
か
ら
ラ
ン
ニ

ン
グ
・
腕
立
て
・
腹
筋
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
自
重
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
エ

ア
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ア
ジ
リ
テ
イ
な
ど
の
ム
ー
ブ
系
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
毎
日
こ
な
し
て
い
る
。
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そ
し
て
、
そ
れ
に
も
慣
れ
て
来
る
と
、
今
度
は
本
格
的
に
動
き
始
め
る
。
パ
ン

チ
や
キ
ッ
ク
を
高
速
で
繰
り
出
し
、
高
速
移
動
で
、
宇
宙
船
内
を
舞
う
。

時
に
は
、
か
め
は
め
波
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
を
放
ち
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
自
分
で
受
け
る
。
そ
し
て
死
に
掛
け
る
と
仙
豆
で
、
傷
と
体
力
を
完
全
に
回

復
さ
せ
る
。
サ
イ
ト
は
こ
の
修
行
方
法
に
完
全
に
、
な
ん
と
言
う
か
、
味
を
し

め
て
い
た
。

さ
す
が
に
二
日
以
上
は
家
を
空
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
一
日
２
時
間
く
ら

い
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

「
き
つ
い
・
・
・
・
・
ク
ソ
貴
族
を
殺
害
す
る
た
め
に
・
・
・
・
・
」

そ
し
て
２
０
Ｇ
・
・
・
５
０
Ｇ
・
・
・
と

ま
た
、
親
に
頼
み
込
ん
で
水
泳
・
体
操
教
室
に
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
系
空
手
道
場

へ
と
通
い
だ
し
た
。

２
ヶ
月
が
経
ち
１
０
０
倍
の
重
力
を
克
服
し
た
サ
イ
ト
は
、
更
に
厳
し
い
修
行

を
続
け
て
い
た
。
Ｈ
×
Ｈ
の
念
能
力
の
瞑
想
修
行
や
霊
光
波
動
拳
の
オ
ー
ラ
エ

ナ
ジ
ー
を
指
先
に
集
め
て
逆
立
ち
で
の
修
行
（
こ
れ
は
自
宅
で
・
・
・
）
を
こ

な
し
て
い
た
。

「
ん
！
？
原
作
や
二
次
作
み
た
い
に
ク
ソ
ピ
ン
ク
に
召
喚
さ
れ
る
筋
書
き
を
破

壊
し
て
、
事
前
に
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
へ
転
移
し
て
魔
法
消
滅
さ
せ
れ
ば
い
い
じ
ゃ

ん
！
で
も
テ
ィ
フ
ァ
や
そ
の
他
の
子
供
た
ち
は
助
け
た
い
な
。
あ
と
は
平
民
に

物
故
路
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
ん
」

た
し
か
に
律
儀
に
台
本
ど
お
り
の
ア
ン
チ
す
る
の
も
な
ん
だ
し
・
・
・
・
・
・

兎
に
角
、
鍛
錬
。
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そ
れ
に
し
て
も
１
０
０
Ｇ
慣
れ
る
ま
で
２
ヶ
月
か
か
っ
た
・
・
・
・
５
歳
の
身

で
一
週
間
以
上
も
留
守
な
ん
て
で
き
る
わ
け
が
な
い
・
・
・
・
・
・
・
ク
ソ
！

！
！
！
！

あ
！
そ
う
だ
！
携
帯
式
重
力
装
置
を
造
ろ
う
。
ク
リ
エ
イ
ト
能
力
で
腕
時
計
タ

イ
プ
の
人
工
重
力
装
置
を
造
っ
て
装
着
し
た
。

こ
れ
を
付
け
て
設
定
し
た
い
重
力
を
入
力
し
て
作
動
さ
せ
る
と
そ
の
重
力
が
装

着
者
だ
け
に
か
か
る
も
の
だ
。

（
つ
～
か
宇
宙
船
無
駄
に
な
っ
た
ね
）

カ
プ
セ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
宇
宙
船
は
王
の
財
宝
へ
収
納
し
て
、
代
わ
り

に
こ
の
腕
時
計
タ
イ
プ
の
人
工
重
力
装
置
で
鍛
錬
し
た
。
風
呂
に
入
る
と
こ
ろ

以
外
は
そ
れ
を
付
け
て
重
力
に
な
れ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
１
万
Ｇ
を
克
服
す
る
こ
ろ
に
は
１
０
歳
に
な
っ
た
。
無
論
、
超
化
は

１
０
０
Ｇ
克
服
し
た
と
こ
ろ
で
覚
醒
し
て
い
る
。

「
よ
し
、
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
の
魔
法
を
消
滅
さ
せ
る
か
！
」
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原
作
前
の
魔
法
消
滅
（
前
書
き
）

が
ろ
う
で
ん
さ
ん
！
パ
ク
リ
ま
す
。
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原
作
前
の
魔
法
消
滅

　　
超
化
も
で
き
て
チ
ー
ト
な
サ
イ
ト
は
、
魔
法
学
院
と
お
ぼ
し
き
建
物
の
郊
外

へ
と
転
移
Ｏ
Ｕ
Ｔ
し
た
。

「
よ
し
、
や
る
か
！
」

プ
ラ
チ
ナ
色
に
超
化
し
た
サ
イ
ト
は
、
目
を
閉
じ
て
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
・
・
い
や

こ
の
惑
星
・
二
つ
の
月
・
一
つ
の
太
陽
と
そ
の
他
の
惑
星
を
含
む
太
陽
系
ま
で

意
識
を
広
め
た
。
体
が
白
金
色
に
光
り
、
一
瞬
に
太
陽
系
全
体
を
覆
っ
た
。

「
天
清
浄
　
地
清
浄
　
内
外
清
浄
　
六
根
清
浄
と
　
祓
給
う

　
天
清
浄
と
は
　
天
の
七
曜
九
曜
　
二
十
八
宿
を
清
め

　
地
清
浄
と
は
　
地
の
神
三
十
六
神
を
　
清
め

　
内
外
清
浄
と
は
　
家
内
三
寳
大
荒
神
を
　
清
め

　
六
根
清
浄
と
は
　
其
身
其
體
の
穢
れ
を

　
祓
給
　
清
め
給
ふ
事
の
由
を

　
八
百
万
の
神
等
　
諸
共
に

　
小
男
鹿
の
　
八
の
御
耳
を
　
振
立
て
聞
し
食
と
申
す
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天
地
一
切
清
浄
祓
！
！
！
！
！
！
！
　
魔
法
消
滅
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
」

惑
星
世
界
全
体
が
光
っ
た
と
思
う
と
光
が
霧
散
し
た
。

　　
舞
空
術
で
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
全
体
を
確
認
で
き
る
位
置
ま
で
上
が
っ
た
サ
イ
ト

は
、
ア
ル
ビ
オ
ン
を
見
つ
け
る
と
マ
ッ
ハ
で
そ
こ
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　
ア
ル
ビ
オ
ン
　
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ッ
ド
村

１
０
数
人
の
山
賊
が
一
人
の
長
耳
の
女
の
子
と
ま
だ
５
歳
に
も
満
た
な
い
子
供

た
ち
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。

「
こ
い
つ
ら
は
、
奴
隷
と
し
て
売
り
飛
ば
そ
う
。
ギ
ャ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
」
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す
る
と
３
歳
の
女
の
子
が
山
賊
の
前
ま
で
来
て
・
・
・

「
テ
ィ
フ
ァ
ね
え
ち
ゃ
ん
を
い
じ
め
る
な
！
帰
れ
！
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
」

「
う
る
せ
い
こ
の
餓
鬼
が
、
ひ
ね
り
殺
し
て
や
る
」

そ
う
言
う
な
り
大
柄
の
男
は
、
小
さ
な
女
の
子
を
つ
か
ん
で
抱
え
上
げ
、
首
を

絞
め
よ
う
と
し
た
。

「
や
め
て
！
！
！
！
！
！
！
マ
リ
に
手
を
出
さ
な
い
で
！
！
！
！
び
ぇ
え
え
え

え
え
え
え
え
！
」

「
も
っ
と
泣
け
泣
け
！
！
！
！
！
！
」

上
空
か
ら
サ
イ
ト
が
舞
い
降
り
て
、
少
女
を
抱
え
あ
げ
た
男
の
前
に
立
っ
た
。

「
そ
の
子
を
放
し
て
や
れ
！
」

無
論
、
言
語
変
換
装
置
を
付
け
て
の
警
告
だ
。

「
う
る
せ
い
。
て
め
え
ど
こ
か
ら
現
れ
や
が
っ
た
！
ま
ず
こ
の
餓
鬼
か
ら
ぶ
っ

殺
し
て
や
る
」

超
化
に
ひ
か
っ
て
が
っ
し
り
と
し
た
体
格
に
覚
醒
し
た
サ
イ
ト
は
、
無
数
の
拳

を
男
へ
と
繰
り
出
し
た
。
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「
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ

！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！
オ
ラ
！

　
オ
ラ
！
！
！
！
！
！
！
！
北
斗
百
裂
拳
！
！
！
！
！
」

男
は
軽
く
後
ろ
に
吹
っ
飛
び
、
抱
え
あ
げ
た
少
女
を
サ
イ
ト
が
受
け
止
め
た
。

「
も
う
大
丈
夫
だ
よ
」

「
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん
！
！
」

ゆ
っ
く
り
と
男
は
立
ち
上
が
り
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「
き
さ
ま
の
拳
な
ど
蚊
ほ
ど
も
き
か
ん
わ
ー
」

　
　
　
「
お
ま
え
は
も
う
死
ん
で
る
・
・
・
・
　
・
・
・
・
・
」

男
の
肉
体
は
爆
発
し
た
。

「
ひ
・
・
！
で
・
・
・
！
ぶ
・
・
・
・
・
！
！
！
？
？
・
・
・
・
」
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原
作
前
の
魔
法
消
滅
（
後
書
き
）

次
は
、
山
賊
を
皆
殺
し
に
し
て
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ッ
ド
村
の
子
供
た
ち
を
日
本
へ
連

れ
て
行
き
ま
す
。
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よ
う
こ
そ
日
本
へ
　
も
う
大
丈
夫
だ
よ

　　
山
賊
の
大
男
が
、
肉
体
爆
発
し
た
。
サ
イ
ト
の
北
斗
百
裂
拳
が
炸
裂
！

残
り
の
山
賊
が
動
揺
し
た
。

「
て
め
え
ー
、
こ
の
ク
ソ
餓
鬼
が
殺
っ
ち
ま
え
！
！
！
！
！
」

十
数
人
が
一
斉
に
サ
イ
ト
を
取
り
囲
ん
だ
。
そ
し
て
少
女
を
静
か
に
下
ろ
し
て
・

・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
北
斗
！
百
方
斬
！
！
！
！
！
！
」

サ
イ
ト
を
取
り
囲
ん
だ
山
賊
の
集
団
が
爆
死
。

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
あ
？
・
・
・
！
！
！
！
！
！
べ
・
・
・
！
し
・
・
・

・
！
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

木
陰
か
ら
サ
イ
ト
に
向
か
っ
て
矢
が
飛
ん
で
き
た
が
、
叩
き
落
し
た
。

「
お
い
そ
こ
の
お
前
も
こ
の
ク
ソ
共
の
仲
間
か
！
！
」

片
方
を
眼
帯
し
て
い
る
チ
ビ
中
年
風
の
男
が
木
陰
か
ら
出
て
き
た
。
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「
こ
の
ク
ソ
餓
鬼
が
・
・
・
・
・
・
・
！
！
今
度
は
ぶ
っ
殺
し
て
や
る
」

ボ
ウ
ガ
ン
の
矢
を
セ
ッ
ト
し
た
男
は
サ
イ
ト
に
狙
い
を
付
け
た
。

「
ま
た
墓
標
の
な
い
墓
穴
を
ふ
や
す
つ
も
り
か
・
・
・
・
・
・
 

。
貴
様
に
生

き
る
チ
ャ
ン
ス
を
や
る
。
よ
ー
く
狙
え
！
！
は
ず
し
た
ら
見
え
て
い
る
目
を
も

ら
う
」

矢
が
ボ
ウ
ガ
ン
か
ら
サ
イ
ト
に
向
か
っ
て
発
射
さ
れ
た
。

「
こ
の
ク
ソ
餓
鬼
・
・
・
死
ね
！
！
」

　
　
　
　
　
　
「
二
指
真
空
把
」

飛
ん
で
き
た
ボ
ウ
ガ
ン
の
矢
を
人
差
し
指
と
中
指
で
掴
み
取
り
、
男
の
隻
眼
へ

と
放
っ
て
命
中
さ
せ
た
。

「
目
が
！
！
！
！
！
！
！
！
！
目
が
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
目
が
・
・
・

！
！
！
」

そ
し
て
近
づ
い
て
・
・
・
・
サ
イ
ト
は
男
に
手
刀
を
叩
き
込
ん
だ
。
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「
岩
山
両
斬
波
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

手
に
み
っ
ち
り
脳
漿
な
ん
か
の
血
肉
が
つ
い
ち
ゃ
っ
た
よ
・
・
・

最
後
に
一
言
「
北
斗
神
拳
は
無
敵
だ
」

　
　
山
賊
集
団
を
倒
し
た
後
、
エ
ル
フ
耳
の
少
女
と
子
供
た
ち
に
自
分
は
散
歩

で
通
り
が
か
っ
た
と
話
し
た
。
ク
ソ
共
の
死
体
は
埋
め
た
け
ど
ね
。

小
屋
の
中
で
色
々
と
話
を
し
た
。

「
あ
な
た
の
お
名
前
は
サ
イ
ト
っ
て
い
う
の
ね
。
わ
た
し
は
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ア
、

テ
ィ
フ
ァ
で
い
い
わ
」

「
よ
ろ
し
く
な
！
テ
ィ
フ
ァ
」

年
齢
は
サ
イ
ト
と
同
じ
１
０
歳
よ
り
一
つ
下
か
な
。
胸
は
ク
ラ
ス
の
女
の
子
よ

り
ち
ょ
っ
と
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
が
乳
神
に
覚
醒
す
る
ん
だ
ね
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
ん
？
ど
う
し
た
の
？
」

「
・
・
・
・
・
・
サ
イ
ト
っ
て
、
悪
い
人
な
の
？
」
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「
へ
？
正
義
の
味
方
だ
よ
！
な
ん
で
？
」

「
あ
の
さ
っ
き
の
悪
い
人
た
ち
を
・
・
・
・
」

「
俺
の
世
界
じ
ゃ
悪
人
は
死
ぬ
べ
し
だ
よ
。
で
も
君
た
ち
み
た
い
な
人
た
ち
に

は
人
畜
無
害
だ
ね
」

マ
チ
ル
ダ
は
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ど
う
せ
泥
棒
だ
ろ
。
魔
法
使

え
な
い
の
に
・
・
・
・
捕
ま
る
ね
・
・
・
年
齢
は
１
６
歳
く
ら
い
だ
ね
。

テ
ィ
フ
ァ
や
そ
の
他
の
子
供
た
ち
は
、
荷
物
を
ま
と
め
て
サ
イ
ト
の
住
む
地
球

へ
と
転
移
し
た
。
”
忘
却
”
の
魔
法
が
使
え
な
い
テ
ィ
フ
ァ
は
盗
賊
な
ど
か
ら

身
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
サ
イ
ト
の
提
案
で
地
球
へ
と
住
む
こ
と

と
な
っ
た
。

マ
チ
ル
ダ
は
後
で
探
し
て
迎
え
に
行
く
予
定
で
あ
る
。

　
地
球
で
は
夕
方
。
転
移
で
家
の
前
に
来
た
サ
イ
ト
は
、
テ
ィ
フ
ァ
ら
十
数
名

の
子
供
た
ち
を
家
に
上
が
ら
せ
た
。

「
母
さ
ん
、
た
だ
い
ま
～
！
ち
ょ
っ
と
話
が
あ
る
ん
だ
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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